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●今月の内容●



平
成
28
年
度
決
算
か
ら
見
る
ま
ち
の
財
政
事
情

  

１
、 

一
般
会
計

平
成
28
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
第

３
回
町
議
会
定
例
会
で
審
議
の
う
え
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
昨
年
度
、
町
の
お
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の

決
算
は
、
歳
入
総
額
３
７
億
５
，
８
２

５
万
円
、
歳
出
総
額
３
５
億
５
，
９
３

５
万
９
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
１
億

９
，
８
８
９
万
１
千
円
で
、
こ
の
う
ち

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
は
２
，
６

４
１
万
１
千
円
で
、
実
質
収
支
が
１
億

７
，
２
４
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
で
は
、

５
億
２
０
２
万
２
千
円
、
率
に
し
て
１

１
．
８
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
で
は
、

５
億
６
，
９
０
２
万
６
千
円
、
率
に
し

て
１
３
．
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

○  

歳　
　

入

ま
ず
、
歳
入
で
は
、
町
税
、
分
担
金

及
び
負
担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

財
産
収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越

金
、
諸
収
入
の
自
主
財
源
が
６
億
４
，

６
１
６
万
円
で
全
体
の
１
７
．
２
％

で
、
前
年
度
比
２
億
７
，
２
５
９
万
８

千
円
、
２
９
．
７
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
繰
越
金
で
前
年
度
比

２
億
６
，
３
７
７
万
４
千
円
、
７
６
．

８
％
の
減
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
助

成
金
の
皆
減
等
に
よ
り
、
諸
収
入
で
前

年
度
比
３
，
４
１
４
万
６
千
円
、
３

８
．
８
％
の
減
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、

国
県
支
出
金
、
地
方
債
等
の
依
存
財
源

は
、
３
１
億
１
，
２
０
９
万
円
で
全
体

の
８
２
．
８
％
を
占
め
、
前
年
対
比
２

億
２
，
９
４
２
万
４
千
円
、
６
．
９
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
納
税
義
務
者
数
の
増
で
個

人
分
は
前
年
度
比
４
５
０
万
６
千
円
、

５
．
１
％
増
え
た
も
の
の
、
法
人
税
で

製
造
部
門
法
人
の
収
益
の
減
が
大
き

く
、
町
民
税
全
体
で
は
前
年
度
比
６
７

１
万
円
、
５
．
９
％
の
減
で
１
億
７
４

０
万
２
千
円
、
固
定
資
産
税
で
は
、
主

に
評
価
替
え
や
償
却
資
産
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
比
１
，
４
８
９
万
５
千
円
、

６
．
３
％
の
増
で
２
億
５
，
１
１
６
万

５
千
円
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
３
億

９
，
５
０
３
万
３
千
円
と
前
年
度
比
９

０
７
万
７
千
円
、
２
．
４
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付

税
で
１
８
億
６
，
０
８
８
万
円
と
前

年
度
比
１
，
２
２
７
万
３
千
円
、
０
．

７
％
の
減
、
特
別
交
付
税
が
１
億
５
，

５
７
６
万
３
千
円
と
前
年
度
比
２
，
６

７
８
万
８
千
円
、
１
４
．
７
％
の
減
と

な
り
、
地
方
交
付
税
全
体
で
２
０
億

３
，
１
４
２
万
７
千
円
、
前
年
度
比
４
，

１
２
８
万
８
千
円
、
２
．
０
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
自
主
財
源

に
乏
し
く
、
国
・
県
に
依
存
す
る
割
合

が
高
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○  

歳　
　

出

次
に
歳
出
（
性
質
別
）
で
は
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費

が
１
１
億
１
，
９
７
３
万
５
千
円
で
前

年
対
比
１
億
２
，
２
７
１
万
８
千
円
、

９
．
９
％
の
減
と
な
り
、
歳
出
全
体
の

３
１
．
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
繰
上
償
還
の
皆
減
等
に
よ

り
公
債
費
が
前
年
度
比
１
億
２
，
１
８

２
万
６
千
円
、
２
３
．
４
％
の
減
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
災
害
復

旧
事
業
費
で
７
，
０
７
５
万
４
千
円
、

前
年
度
比
２
，
９
２
８
万
９
千
円
、
２

９
．
３
％
の
減
、
普
通
建
設
事
業
費
で

６
億
６
，
９
１
５
万
９
千
円
、
前
年
度

比
１
億
３
，
６
９
４
万
６
千
円
、
１
７
．

０
％
の
減
と
な
り
、
投
資
的
経
費
全
体

と
し
て
前
年
度
比
１
億
６
，
６
２
３
万

５
千
円
、
１
８
．
３
％
の
減
で
７
億
３
，

９
９
１
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
投
資
的
経
費
の
歳
出
全
体
に
占
め

る
割
合
は
２
０
．
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
の
経
費
で
は
、
物
件
費
で
、

地
熱
二
次
利
用
可
能
性
検
証
事
業
や
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
等
の
減
に
よ
り

前
年
度
比
１
億
１
，
８
２
３
万
４
千

円
、
１
６
．
９
％
の
減
、
補
助
費
等
で
、

や
な
い
づ
福
満
商
品
券
補
助
金
、
経
営

体
育
成
支
援
事
業
補
助
金
や
会
津
計
算

セ
ン
タ
ー
負
担
金
等
の
減
に
よ
り
前

年
度
比
１
，
８
８
７
万
６
千
円
、
４
．

０
％
の
減
、
積
立
金
で
、
公
共
施
設
整

備
基
金
と
雇
用
対
策
基
金
へ
の
元
金
積

立
の
減
等
に
よ
り
前
年
度
比
１
億
３
，

０
１
５
万
３
千
円
、
４
７
．
７
％
の
減

と
な
り
、
全
体
で
前
年
度
比
２
億
５
，

６
９
７
万
３
千
円
、
１
３
．
１
％
の
減

で
１
６
億
９
，
９
７
１
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
の

２
及
び
地
方
財
政
法
第
７
条
の
規
定
に

よ
り
歳
計
剰
余
金
１
億
７
，
２
４
８
万

円
の
う
ち
１
／
２
以
上
の
額
を
、
平
成

29
年
度
に
お
い
て
地
方
債
の
繰
上
償
還

に
充
当
し
ま
す
。

37億 5, 825万円
（前年度比 11. 8％減）

35億 5, 935万 9千円
（前年度比 13. 8％減）

町税　3億 9, 503万 3千円歳出（性質別）

歳入歳出

自主
財源

依存財源

単位：千円（構成比）

地方交付税
2, 031, 427
（54. 1%）

国庫・県支出金
616, 230
（16. 4%）

地方債
338, 200
（9. 0%）

地方譲与税
56, 237（1. 5%）

繰越金
79, 887（2. 1%）

その他の収入
70, 210（1. 9%）

使用料・手数料
55, 310（1. 5%） 繰入金

45, 720（1. 2%）

その他の交付金
69, 996（1. 8%）

町税
395, 033
（10. 5%）

単位：千円（構成比）

総務費
642, 554
（18. 1%）

民生費
595, 381
（16. 7%）

教育費
433, 763
（12. 2%）農林水産業費

422, 910（11. 9%）

土木費
399, 395（11. 2%）

公債費
397, 866（11. 2%）

商工費
209, 273（5. 9%）

衛生費
183, 033（5. 1%）

消防費
149, 965（4. 2%）

災害復旧費
70, 754（2. 0%） 議会費

54, 465（1. 5%）

単位：千円（構成比）

投資的経費
739, 913
（20. 8%）

物件費
579, 436
（16. 3%）

人件費
558, 926
（15. 7%）

補助費等
458, 342
（12. 9%）

公債費
397, 866
（11. 2%）

繰出金
372, 811
（10. 5%）

扶助費
162, 943（4. 6%）

維持補修費
133, 542（3. 8%）

積立金
142, 580（4. 0%）

投資及び出資金・貸付金
13, 000（0. 4%）

単位：千円（構成比）

固定資産税
251, 165
（63. 6%）

町民税
107, 402
（27. 2%）

軽自動車税
11, 839（3. 0%）

入湯税
1, 760（0. 4%）

町たばこ税
22, 867（5. 8%）

0
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10年間の一般会計決算額の推移

歳入用語の説明歳出（目的別）用語の説明

歳出（性質別）用語の説明

地方交付税	���国から財源不足の地方に交付されるお金
国庫・県支出金	�特定の目的のために、国・県から交付されるお金
地方債	�����特定の目的のために、国や銀行から借り入

れるお金
地方譲与税	���国税として徴収した自動車重量税や地方揮

発油税の一部から町へ配分されるお金
町税	������町民の皆さんや町内企業が町に納める税金
繰越金	�����前年度から繰り越したお金
使用料及び手数料	各種施設の使用料や住民票の交付手数料など
繰入金	�����主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰

入れるお金

総務費	���町政全般の管理等などに使われるお金
民生費	���高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金
教育費	���小学校・中学校などの教育、文化・スポーツの

振興などに使われるお金
農林水産業費	農林水産業の振興、農道・林道などの整備に使

われるお金
土木費	���町道、町営住宅などの整備や管理に使われるお金
公債費	���町債（町の借金）の返済にあてるお金
商工費	���観光・商工業の振興に使われるお金
衛生費	���住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
消防費	���消防、水防、災害対策に使われるお金
災害復旧費	�災害被害の復旧に使われるお金
議会費	���議員の報酬や議会の運営に使われるお金

投資的経費	�施設や道路の建設、災害復旧に使われるお金
物件費	���消耗品、光熱水費、電話料金、施設の管理委託

料などの消費的なお金
人件費	���職員の給料や議員報酬のお金
補助費等	��消防署、ごみ処理施設の負担金や町の個人や各

種団体に交付する補助金など
繰出金	���国民健康保険や介護保険などの特別会計の事業

経費を負担するため支出するお金
扶助費	���児童手当や高齢者・障がい者の方を援助するた

めのお金
維持補修費	�施設や道路を維持するため修繕に要するお金
積立金	���基金（預金）へ積み立てるお金

歳入歳出決算は、過去 10 年間で、平成 24 年度をピークにゆるや
かに減少傾向にありますが、約 40 億円の規模で推移しております。
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２
、
特
別
会
計

  

３
、
地
方
債
の
残
高

  

４
、
基
金
の
残
高

特
別
会
計
と
は
、
町
が
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
、
一
般
会
計
と
区
分
し

て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
条
例

で
設
置
す
る
会
計
で
す
。
町
で
は
国
民

健
康
保
険
や
介
護
保
険
、
簡
易
水
道
事

業
等
、
10
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。各

特
別
会
計
の
決
算
額
状
況
は
「
平

成
28
年
度
特
別
会
計
の
決
算
状
況
」
表

の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
主
な
増
減
要

因
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
で
保
険
給
付
費
の
減
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
で
簡
易
水
道
統
合

整
備
事
業
に
よ
る
減
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。一

般
会
計
で
は
平
成
14
年
度
が
残
高

の
ピ
ー
ク
で
し
た
が
、
近
年
は
定
期
償

還
に
加
え
て
繰
上
償
還
を
行
っ
て
お

り
、
新
規
の
借
入
額
よ
り
償
還
額
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
方
債
残

高
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
前
年
度
と
比
べ
４
，
６
４
１
万
円

減
の
３
０
億
８
，
１
８
５
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
で
は
、
28
年
度
は
新
規
の

借
入
が
無
か
っ
た
た
め
、
特
別
会
計
全

体
で
前
年
比
１
億
３
，
８
０
７
万
８
千

円
減
の
１
６
億
２
，
８
２
５
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
、
今

後
、
過
去
に
発
行
し
た
町
債
の
償
還
が

順
次
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
高
は

平
成
28
年
度
は
財
政
調
整
基
金
へ

５
，
２
２
７
万
７
千
円
、
公
共
施
設
整

備
基
金
へ
１
億
２
，
０
３
３
万
９
千

円
、
子
ど
も
子
育
て
基
金
へ
２
，
０
０

０
万
円
を
積
立
し
ま
し
た
。
取
崩
し
額

は
、
国
際
交
流
基
金
を
１
，
０
０
０
万

円
、
雇
用
対
策
基
金
を
５
６
０
万
円
、

年
々
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

震
災
復
興
基
金
及
び
只
見
川
流
域
豪
雨

災
害
復
興
基
金
を
６
，
０
２
２
万
７
千

円
取
り
崩
し
各
事
業
へ
充
て
た
た
め
、

一
般
会
計
の
基
金
合
計
が
３
０
億
３
６

１
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
特
別
会
計
で
は
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
へ
２
，
５
０
１
万
６
千
円

積
立
し
、
国
民
健
康
保
険
給
付
費
支
払

準
備
基
金
で
２
，
５
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
各
事
業
へ
充
て
た
た
め
、
特
別
会

計
の
基
金
合
計
で
１
億
４
，
５
１
４
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
総
合
計
は
３
１
億
４
，
８

７
５
万
８
千
円
、
前
年
度
比
１
億
８
，

０
７
８
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
安
定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た

め
に
基
金
の
適
切
な
積
立
て
及
び
取
り

崩
し
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

各 財 政 指 標 の
解 説

普通会計等の実質赤字額の
標準財政規模に対する比率

全会計を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対す
る比率

普通会計等が負担する地方債元
利償還金および準元利償還金の
標準財政規模に対する比率

普通会計等が将来負担すべき
実質的な負債の標準財政規模
に対する比率

平 成 28 年 度 — — 3. 9 —
平 成 27 年 度 — — 4. 3 —
平 成 26 年 度 — — 5. 0 —
平 成 25 年 度 — — 6. 7 —
平 成 24 年 度 — — 8. 0 —
早 期 健 全 化 基 準 15. 00 20. 00 25. 0 350. 0
財 政 再 生 基 準 20. 00 30. 00 35. 0

簡易水道事業
特 別 会 計

町営スキー場
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

簡 易 排 水 事
業 特 別 会 計

林業集落排水
事業特別会計

土地取得事業
特 別 会 計

平 成 28 年 度 — — — — — — —
平 成 27 年 度 — — — — — — —
平 成 26 年 度 — — — — — — —
平 成 25 年 度 — — — — — — —
平 成 24 年 度 — — — — — — —
経営健全化基準 20. 0

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

町 民 税 2,268,981 2,002,761 1,940,933 1,591,428 1,466,288 1,188,074 1,233,732 1,505,051 1,410,211 1,600,675
固 定 資 産 税 14,811,565 15,549,292 16,202,218 15,971,911 15,943,897 9,448,073 9,793,119 8,333,089 7,025,130 5,751,990
軽 自 動 車 税 182,600 182,664 128,200 84,000 111,200 104,800 110,400 89,600 125,600 166,468
特 別 土 地 保 有 税 3,375,900 3,375,900 3,375,900 3,329,700 0 0 0 0 0 0
町 税 合 計 20,639,046 21,110,617 21,647,251 20,977,039 17,521,385 10,740,947 11,137,251 9,927,740 8,560,941 7,519,133
農 地 災 害 分 担 金 149,543 0 0 0 176,610 0 0 0 0 0
放課後支援事業負担金 0 0 0 0 0 15,000 15,000 15,000 26,000 15,000
保 育 所 負 担 金 876,570 843,110 929,710 871,910 817,710 900,100 797,500 759,940 587,150 444,650
住 宅 使 用 料 8,248,868 7,723,896 7,875,248 8,368,839 8,233,028 7,690,245 6,842,841 5,877,216 5,122,184 4,698,354
奨 学 資 金 貸 付 金 0 12,000 0 0 43,500 0 0 0 0 0
一 般 会 計 合 計 29,914,027 29,689,623 30,452,209 30,217,788 26,792,233 19,346,292 18,792,592 16,579,896 14,296,275 12,677,137
一 般 被 保 険 者 15,188,375 17,201,122 18,717,730 19,092,814 17,470,402 17,023,134 17,309,611 16,548,613 12,098,495 11,087,307
退 職 被 保 険 者 163,067 139,660 98,980 107,067 70,971 47,971 41,560 64,378 25,971 12,971
国民健康保険税合計 15,351,442 17,340,782 18,816,710 19,199,881 17,541,373 17,071,105 17,351,171 16,612,991 12,124,466 11,100,278
簡 易 水 道 使 用 料 23,910,492 23,421,777 23,213,515 23,155,015 15,325,482 12,804,749 11,789,923 9,958,124 7,719,783 6,889,995
農業集落排水使用料 393,020 663,220 638,380 759,390 388,540 476,020 460,150 420,470 388,285 477,455
公共下水道使用料 0 4,200 20,034 5,034 0 75,068 149,654 131,279 253,489 419,180
簡 易 排 水 使 用 料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
林業集落排水使用料 0 0 0 0 0 0 0 0
介 護 保 険 料 1,030,100 1,087,400 1,106,900 1,177,800 1,350,710 1,283,210 1,394,900 1,662,300 1,833,960 2,340,490
後期高齢者保険料 56,200 89,200 74,200 82,800 30,600 0 414,000 254,800 163,500
全 会 計 合 計 70,599,081 72,263,202 74,336,948 74,589,108 61,481,138 51,087,044 49,938,390 45,779,060 36,871,058 34,068,035

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

2827262524232221201918

（単位：千円）

（年度）

特別会計地方債残高
一般会計地方債残高
基金残高

柳津町健全化判断比率の状況

町税等滞納額の推移

平成28年度  特別会計の決算状況 単位：千円、％

基金残高の状況・地方債残高の推移（資料：地方財政状況調査）

※平成 28 年度の決算に基づく算定の結果、柳津町ではいずれの指標も基準を大幅に下回る良好な数値となっています。表中の「－」とは、
実質赤字比率、連結実質赤字比率では「黒字」を、将来負担比率では「負担なし」を、資金不足比率では「不足なし」を意味します。

※平成 28 年度町税等滞納繰越額は、前年度から約 280 万円減少しています。平成 22 年に発足した会津地域地方税滞納整理機構加入に
よる滞納処分の強化及び滞納者に対するきめ細かな訪問等によるものです。

　今後も滞納にならないよう納税・納付者の自主的納税意識の啓発を図りながら、定期的な督促を行い、現年度の収納率を高めていきます。
また、滞納者には夜間徴収等の徴収強化に努めることはもちろんのこと、預金・債券等の差押、水道等の使用停止、連帯保証人への納入
依頼等町の貴重な収入財源の確保と納税者等との公平性を保つため毅然とした態度で滞納整理を実施します。

◆健全化判断比率 単位：％

単位：円
年度

税目等

歳　　入 歳　　出
平成28年度 平成27年度 差　引 増減率 平成28年度 平成27年度 差　引 増減率

土 地 取 得 事 業 3,473 6,719 △	 3,246 △	 48.3 3,410 6,646 △	 3,236 △	 48.7

国　　民
健康保険

事業勘定 599,093 636,133 △	37,040 △	 5.8 590,909 618,610 △	27,701 △	 4.5

施設勘定 83,849 85,727 △	 1,878 △	 2.2 77,746 72,044 5,702 7.9

後 期高齢 者医 療 49,896 51,343 △	 1,447 △	 2.8 49,405 49,904 △	 499 △	 1.0

介 護 保 険 512,223 468,556 43,667 9.3 481,457 433,514 47,943 11.1

簡 易 水 道 事 業 146,504 207,729 △	61,225 △	 29.5 145,856 199,903 △	54,047 △	 27.0

町営スキー場事業 4,865 3,760 1,105 29.4 4,762 3,699 1,063 28.7

農業集落排水事業 88,382 88,765 △	 383 △	 0.4 86,744 87,384 △	 640 △	 0.7

下 水 道 事 業 76,947 88,705 △	 11,758 △	 13.3 74,990 87,705 △	 12,715 △	 14.5

簡 易 排 水 事 業 2,983 2,265 718 31.7 2,680 1,883 797 42.3

林業集落排水事業 4,802 5,165 △	 363 △	 7.0 4,481 4,813 △	 332 △	 6.9

合　　　計 1,573,017 1,644,867 △	71,850 △	 4.4 1,522,440 1,566,105 △	43,665 △	 2.8

区分

会計名

単位：％◆資金不足比率（公営企業ごとの資金不足の比率）
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「柳津町住民アンケート調査」結果

回答者の構成
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主 な 意 見

主 な 意 見

柳津町では「第５次柳津町振興計画」を策定し、その将来像である“みんなが主役！ 笑顔広がる絆のまち”
を実現するため、各施策に取り組んでいます。

各施策の目標達成を判断する一つの指標として「柳津町住民アンケート調査」を毎年実施しており、今年は
５月に実施し、集計結果がまとまりましたので報告いたします。

今後、アンケートの結果から各施策の振り返り評価を行い、今後の事業の目標設定や課題改善へ反映して
いきます。

なお、町民一人ひとりがまちづくりに関心を持っていただき参画していただくことが重要であると考え、ア
ンケートの対象者は町民の方から約８００人を性別・年齢層ごとに無作為に抽出し実施させていただきました。
調査に御協力いただきました皆さまには、お忙しいところ誠にありがとうございました。

●調査期間：平成29年5月
●調査方法：町統計調査員による調査票の配布、回収により実施
●対象人数：811人　　●配布人数：787人　　●回収人数：766人　　●回収率：97. 3％

20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳以上 男女別合計 不 明 総 計
男 24人 44人 42人 49人 38人 48人 28人 92人 365人

42人 766人女 25人 34人 38人 52人 35人 42人 34人 99人 359人
合 計 49人 78人 80人 101人 73人 90人 62人 191人 724人

32％

55％

5％

3％
5％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

24％

46％

17％

9％
4％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

14％

35％

29％

17％

5％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

24％

46％

19％

7％

4％

取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいない
取り組んでいない
未回答・無効回答

医療機関が少ない
専門的な医療機関が少ない
医療機関まで距離が遠い

救急車が到着するまで時間がかかる
その他
未回答・無効回答

0% 20% 40% 60%

47%

53%

56%

21%

2%

1%

21％
22％

55％

14％

5％
4％

23％

55％

13％

6％
3％

平成 27年度

平成 28年度

53％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

15％

5％
6％

問１．あなたは、柳津町が暮しやすい町だと思いますか。

問１−１．問1で「どちらかといえばそう思わない」又は「そう思わない」
と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。

●買い物に不便を感じている

●医療機関に不便を感じている

●雇用に不安・不満・不便を感じている

●交通事情に不便を感じている

●冬期間生活に不便を感じている

記述式の設問については、
回答の多い順に抜粋して
おります。この他にも多
くのご意見・ご提案をい
ただいております。

●近所付き合い・交流がないため
●個人のことで精一杯であるため
●自分勝手であるため
●高齢化・過疎化が進んでいるため
●口うるさい（悪口や干渉等）ため

問２．あなたの地区では、お互いに
助け合い、支え合いながら生活して
いますか。

問５．あなたは、地域（町内及び会津管内）の医療体制
が整備されていると思いますか。

問７．あなたは、日頃から戸締りを
しっかりするなどの防犯対策をして
いますか。

問８．あなたは、犯罪被害に遭うか
もしれない不安を感じていますか。

問４．あなたは、日頃から健康づくり（食生活、十分な
睡眠など）に取り組んでいますか。

問６．あなたは、自動車の運転中や
歩行中などに交通事故の不安を感じ
ていますか。

問３．あなたは、心身ともに健康だと思いますか。

問５−１．問５で「どちらかといえばそう思わない」又
は「そう思わない」と答えた方にお聞きします。その理
由は何ですか。あてはまるものを全て選んでください。

問２−２．問２で「どちらかといえ
ばそう思わない」又は「そう思わな
い」と答えた方にお聞きします。そ
の理由は何ですか。

12％

46％
28％

10％

4％

感じる
時々感じる
あまり感じない
感じない
未回答・無効回答

19％

43％

25％

8％

5％

感じる
時々感じる
あまり感じない
感じない
未回答・無効回答

47％

15％

27％

7％
4％

している
どちらかといえばしている
どちらかといえばしていない
していない
未回答・無効回答
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主 な 意 見

主 な 意 見

47％

37％

8％

5％

3％

利用している
時々利用している
あまり利用していない
利用していない
未回答・無効回答

5％
10％

11％

13％
56％

5％

毎日取り組んでいる
週に１回程度取り組んでいる
月に数回取り組んでいる
年に数回取り組んでいる
取り組んでいない
未回答・無効回答

53％

33％

7％

3％

4％

取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいない
取り組んでいない
未回答・無効回答

23％

48％

16％

7％

6％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

1％ 1％
4％

18％

71％

5％

毎日取り組んでいる
週に１回程度取り組んでいる
月に数回取り組んでいる
年に数回取り組んでいる
取り組んでいない
未回答・無効回答

36％

25％

20％

4％

15％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

50％

12％

6％

27％

5％

利用している
どちらかといえば利用している
どちらかといえば利用していない
利用していない
未回答・無効回答

54％

36％

3％

3％

4％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

問９−１．問９で「あまり利用していない」又は「利用
していない」と答えた方にお聞きします。その理由は何
ですか。

問15．あなたは、美術館や博物館などでの芸術文化の鑑
賞、絵画・書道などの文化活動に取り組んでいますか。

問18−１．問18．で「そう思う」又は「どちらかといえ
ばそう思う」と答えた方にお聞きします。どのような景
観、場所を保全していきたいと思いますか。

問11．あなたは、携帯電話、スマートフォンやパソコン
等を利用していますか。（インターネットで情報を得る、
メールで連絡を取ること）

問1７．あなたは、柳津町の自然が守られていると思いま
すか。（山、川、春夏秋冬それぞれの動・植物など）

問９．あなたは、日頃から町内の商店を買い物等に利用
していますか。

問14．あなたは、ウォーキングなど何かスポーツに取り
組んでいますか。

問18．あなたは、柳津町の景観を守り、育てたいと思い
ますか。（圓蔵寺下の門前町の町並み、只見川の雄大流
れ、棚田などの集落内や町全域での風景など）

問10．あなたは、日頃からごみの減量とごみの分別に取
り組んでいますか。

問1６．あなたは、福満虚空藏菩薩圓藏寺、七日堂裸詣り
をはじめとする、町の歴史的な建造物や伝統行事を大切
に守り継いでいきたいと思いますか。

4％
5％
8％

14％64％

5％

毎日取り組んでいる
週に１回程度取り組んでいる
月に数回取り組んでいる
年に数回取り組んでいる
取り組んでいない
未回答・無効回答

10％

48％25％

10％

7％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

問12−１．問12．で「どちらかとい
えばそう思わない」又は「そう思わ
ない」と答えた方にお聞きします。
その理由は何ですか。

問13．あなたは、テーマを持って学
習活動に取り組んでいますか。（自ら
の知識や技能の向上や教養を高める
ために、自主的に行う生涯学習活動、
公民館事業への参加、習い事や講座
受講など）

問12．あなたは、町内の道路が安全
に快適に通行できるようになってい
ると思いますか。

●品数が少ない・選べない・欲しい物がない・揃わ
ないため

●勤務先（町外）で買い物を済ませるため
●町外の方が品揃え・価格・鮮度・品質が良いため
●町外へ出掛ける機会があるため
●高齢で買い物ができない・していないため
●値段が高いため
●町内の店よりも町外の店の方が近いため
●店が少ないため
●店までの交通手段がないため

●只見川及び只見川を含む景観・風景
●福満虚空藏菩薩圓藏寺及び福満虚空藏菩薩圓藏寺

を含む景観・風景
●景色・風景
●自然全般
●柳津町全体
●桜又は桜並木及びこれらを含む景観・景色・風景
●町並み
●柳津大橋又は観月橋からの景観・風景

この他にも多くのご意見やご提案をいただいております。

この他にも多くのご意見やご提案をいただいております。
この他にも多くのご意見やご提案をいただいております。

●道幅が狭いため
●整備されていない（除草を含む）ため
●カーブが多い又は急なため
●除雪・融雪が不十分又は整備され

ていないため
●路上・違法駐車があるため
●歩道がない・明確でない・整備され

ていないため
●見通しが悪いため
●冬期間の道路に危険を感じているため
●必要な標識等が不足・整備されて

いないため
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主 な 意 見

主 な 意 見

主 な 意 見

5％

47％

34％

11％

3％

備えている
どちらかといえば備えている
どちらかといえば備えていない
備えていない
未回答・無効回答

電気、ガス、水道の節約をしている
買い物にマイバックを利用している
冷暖房を適正温度にしている
ＬＥＤ電球を使用している
公共交通機関を利用している

使い捨て製品を買わない
その他
未回答

0 20 40 60 80 100
77%

※取組んでいる又はどちらかといえば取り組んでいる方
（該当者539人）

52%
42%
47%

7%
11%

1%
4%

路線が不便
時間帯が不便
便数が少ない
バス・鉄道と接続が悪い

目的地まで時間がかかる
その他
未回答・無効回答

0% 20% 40% 60% 80%
32%

※町民バス（町内の路線）が不便だと思う方
（該当者84人）

55%
61%

37%
23%

8%
7%

12％

54％

14％

8％

12％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

13％

27％33％

21％

6％

備えている
どちらかといえば備えている
どちらかといえば備えていない
備えていない
未回答・無効回答

17％

37％17％

17％

12％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
未回答・無効回答

31％

39％

18％

4％
8％

取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいる
どちらかといえば取り組んでいない
取り組んでいない
未回答・無効回答

町民バス（町内での路線）
会津バス（町外への路線）
鉄道
タクシー
その他
未回答・無効回答

0% 20% 40% 60%

33%

※便利だと思わない方（該当者 258人）

42%
49%

4%
8%
12%

問1９−１．問19．で「どちらかといえ
ばそう思わない」又は「そう思わない」
と答えた方にお聞きします。どのよう
な点で効率的・効果的に業務を行って
いないとおもいますか。（※併せて、係

（班）名等わかればお書きください。）

問２２．あなたは、日頃から省エネ対
策（節電、節水など）に取り組んで
いますか。

問２３−１．問２３．で「どちらかとい
えばそう思わない」又は「そう思わ
ない」と答えた方にお聞きします。
不便だと思う交通機関は何ですか。

問２０．あなたは、日頃から火の取り
扱いに注意し、消火器や火災警報機
を備えるなど、万が一の火災に備え
ていますか。

問２２−１．問22．で「取組んでいる」
又は「どちらかといえば取り組んで
いる」と答えた方にお聞きします。
取り組んでいる内容について、あて
はまるものを全て選んでください。

問２３−２．問２３−２．で「町民バス
（町内の路線）」と答えた方にお聞き
します。不便だと思う理由は何です
か。

問1９．あなたは、町職員が効果的・
効率的に業務を行っていると思いま
すか。

問２１．あなたは、家具の転倒防止や
非常用食品を備蓄するなど、万が一
の災害に備えていますか。

問２３．あなたは、買い物や医療機関
などに外出する時、町内の公共交通

（バス、鉄道、タクシー）について、
便利だと思いますか。

町民バスの利用支援
会津バスの利用支援
鉄道の利用支援

タクシーの利用支援
その他
未回答・無効回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%
40%

26%

14%

47%

7%

17%

17％

51％

21％

11％

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない

※ご家庭に 18歳未満の
　お子さんがいらっしゃる方
　（該当者 230人）

路線バス（町民バス、会津バス）
鉄道
タクシー

家族等に依頼する
その他
未回答・無効回答

0% 20% 40% 60%
54%

14%

20%

39%

3%

10%

問25．あなたは、運転免許を自主的に返納するためには、
どのような制度があれば返納しますか。

問24．あなたは、年齢を重ねて自動車などの運転ができ
なくなった時、外出時の交通手段としてどの公共交通機
関を利用しますか。

※ご家庭に18歳未満のお子さんのいらっしゃる方にお聞
きします。
問２６．柳津町は安心して産み、子育てできる環境だと思
いますか。

※ご家庭に18歳未満のお子さんのいらっしゃる方にお聞
きします。
問２６−１．問26．で「どちらかといえばそう思わない」
又は「そう思わない」と答えた方にお聞きします。その
理由は何ですか。

※65歳以上の方にお聞きします。
問２７．あなたは地域において何か活
動（ボランティア、老人クラブ、公
民館活動、趣味のサークル等）に取
り組んでいますか。

※65歳以上の方にお聞きします。
問２８．あなたは日頃から生きがいを
感じ、生活していますか。

※65歳以上の方にお聞きします。
問２８−１．問２８．で「どちらかとい
えばしていない」又は「していない」
と答えた方にお聞きします。その理
由は何ですか。

1％
5％
10％

24％

10％

50％

毎日取り組んでいる
週に１回程度取り組んでいる
月に数回取り組んでいる
年に数回取り組んでいる
取り組んでいない
未回答・無効回答

※65歳以上の方（該当者 335人）26％

58％

5％

3％ 8％

している
どちらかといえばしている
どちらかといえばしていない
していない
未回答・無効回答

※65歳以上の方（該当者 335人）

この他にも多くのご意見やご提案をいただいております。

●対応（対人又は電話）が悪い・遅い・
しないため

●挨拶がないため
●笑顔や活気がない・暗い・事務的なため
●専門知識や勉強が不足しているため
●適材適所の配置でないため又は能

力に見合った仕事をしていないため
●職員間の繋がりが不十分なため
●町民の目線に立っていない・意見

を聞かない・説明がないため

●体が不自由なため

●高齢であるため

●生きがいがわからないため

●医療機関が充実していないため
●医療機関まで遠いため
●子供の人口が少ないため
●子育ての環境が整っていないため
●公園等の遊ぶ場所がないため
●子供や育児に必要な物が買えないため
●保育所に不満があるため
●産婦人科がない・少ない・遠いため
●小児科がない・少ない・遠いため

この他にも多くのご意見やご提案をいただいております。



平成２９年度 成人式

８月１５日（火）ふれあい館において、平成２９年度成人式が行われ、３０名の成人を迎
えたみなさんが出席しました。
式では多くの方から祝福や激励の言葉が送られ、成人者を代表して長谷川瑠衣さん（石生）
に成人証書が授与され、箕田隼人さん（砂子原）が「柳津町で生まれ育った誇りを胸に、
故郷のために貢献できる社会人として、一人一人が成長していく」と宣誓し、未来を担う
若者として自覚と責任を表明しました。
会場では仲間との再会に喜びの声が絶えず、昔を懐かしみながら大いに盛り上がっていま
した。スーツやドレスで新たな門出を自身で
彩った新成人。感謝の想いと希望を胸に大人
への新たな一歩を踏み出しました。

成人式終了後にはお笑いコンビ「母心」
のオカンこと嶋川武秀さんによる「私
を育ててくれた福島に、いま、私が
できること」と題した記念講演が行
われ、“ポジティブに生きること”
をキーワードにご自身の体験談
を交えながら成人者へエールが
送られました。

成人者宣誓
西山中学校卒業者代表　箕田 隼人さん

成人証書交付
柳津中学校卒業者代表　長谷川 瑠衣さん

記念講演
「私を育ててくれた福島に、
　　　　　　 いま、私ができること」

鴨川　武秀さん（母心・オカン）
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平成２９年度

柳津町防災訓練
訓練第１現場

訓練第２現場

▲通報訓練 ▲初期消火訓練

▲火災防御訓練

▲排水訓練

▲

防災ヘリによる
　救助訓練

▲避難誘導訓練 ▲応急手当訓練

西山小・中学校
合同避難訓練（土砂災害）
西山小・中学校
合同避難訓練（土砂災害）

９月１日（金）の防災の日に、西山小・
中学校合同避難訓練（土砂災害）が
行われました。
大雨が続き、校舎裏側で土砂災害が
発生する可能性があるため、校庭へ一
次避難しますが、安全を確保できない
と判断し、砂子原公民館へ二次避難す
るとういう想定で行われました。
中学生は小学１～３年生１１名全員に
１人ずつ手をつないで付き、「土砂災害
です。避難してください」と地域住民
に声をかけながら避難しました。
児童生徒は実際に災害が起きた場合
を想像しながら真剣な表情で訓練に参
加していました。

９月２日（土）、大字柳
津地内各地で平成２９年
度柳津町防災訓練が開催
され、地域住民や消防団
員ら約１００名が参加し、
災害への備えを新たにし
ました。
訓練第１現場の中の橋
周辺では、建物火災を想
定した寺家町区長による通報訓練や地区住民による
初期消火訓練、消防団による火災防御訓練。訓練
第２現場の道の駅会津柳津では、豪雨による浸水を
想定した町職員自衛消防隊による排水訓練。訓練
第３現場の高齢者生活福祉センターのぞみ及び健康
福祉プラザ銀山荘では、銀山川の急激な増水によ
る施設利用者の孤立を想定した各施設利用者の避
難誘導訓練や防災ヘリによる救助訓練が行われるな
ど、安全・安心のまちづくりのため防災力と防災意
識の向上を図りました。

災害はいつ起きるかわかりません。いざというときに適切な行動がとれるよう、
避難場所や持ち出し品の確認を行うなど、一人ひとりが防災意識を高めていきましょう。

訓練第２現場

▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練

▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練▲火災防御訓練

▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練▲通報訓練

▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練▲避難誘導訓練 ▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練▲応急手当訓練

▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練▲初期消火訓練

▲排水訓練▲排水訓練▲排水訓練

訓練第３現場
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赤べこラッピングバス運行開始

９月３日（日）柳津運動公園グラウンドにおいて、第
６３回柳津地区町民大運動会が行われ、約４００名が
親睦を深めました。
玉入れやムカデ競走、地区対抗リレーなど２１種目の
競技で熱戦が繰り広げられ、序盤から安定して得点を
重ねた藤チームが優勝し、大会２連覇を達成しました。

８月２６日（土）道の駅会津柳津において、奥会津ロックフェスティバル２０１７が開催され、約１，８００名が来
場しました。
今年は６組のアーティストが出演し、熱気あふれる力強いライブで観客を魅了しました。また、会場では「奥
会津うまいもんフェア」が同時開催されるなど、来場者は音楽と奥会津の食、そして柳津町の自然を楽しみました。

　町では９月７日（木）より、会津乗合自動車の高速バスに「赤べこ発祥の地」をＰＲする広告の掲載
を始めました。
　これは、昨年１１月の子ども議会で、中学生から柳津町が「赤べこ発祥の地」であることを広く知って
もらうためにラッピングバスを走らせてはどうかと提案があり、事業化に至りました。
　赤べこの絵は地域おこし協力隊の宮本芙貴さんと武蔵野美術大の学生が柳津小
学校の黒板ジャックの際に描いたもので、バスの両面にラッピングされています。バス
は会津若松‐仙台間を運行する予定です。

奥会津うま
いもんフェア

OKUAIZU ROCK FESTIVAL 2017

　町では９月７日（木）より、会津乗合自動車の高速バスに「赤べこ発祥の地」をＰＲする広告の掲載　町では９月７日（木）より、会津乗合自動車の高速バスに「赤べこ発祥の地」をＰＲする広告の掲載　町では９月７日（木）より、会津乗合自動車の高速バスに「赤べこ発祥の地」をＰＲする広告の掲載
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•１．６歳児健診
•２歳児健診
•３歳児健診
•４歳児健診

１．６歳児健診

　柳津町では健やかに安心して妊娠期を過ごし、 出産・子育てができるよう、妊娠期から子育て期まで母子保健事業での切れ目のない支援をしていく
ための相談窓口として、柳津町役場 町民課内に   『柳津町子育て世代包括支援センター』を開設しました。

•妊娠や出産後の健康状態
に関する相談、子育てに
関する相談を行います。
•子育てに関する情報提供
をします。
•保育所や学校・医療機関・
福祉機関と連携しながら
切れ目ない支援を行いま
す。

妊娠・出産・子育てに関する相談についてどんな事     でもお気軽にご相談ください。
保健師や管理栄養士が相談に応じます。

日中、面倒を見ている、おじいちゃん、おばあちゃん     の相談もお受けします。

～ 妊娠期から子育て期まで母子保健　事業で切れ目なくサポートします ～

≪相談受付時間≫

柳 津 町 で は 母 子 保 健 事 業 で 妊 娠 期 か  ら 子 育 て 期 ま で サ ポ ー ト し て い ま す

例えば…　こんな悩みや不安があったら、１人で悩まずに相談してください。

● 月曜日～金曜日
　 （祝祭日・年末年始を除く）

● 午前８時３０分～午後５時１５分
　 （時間外での相談を希望の方はご相談ください）

● 電話番号　　４２‐２１１８
　 ※電話相談の他、家庭訪問等での
　 　相談も行います。

≪どんな事をするの？≫

初めて の妊娠で、
いろん な事が心配

出産の準備って
何が必要なの？

離乳食が
うまく進まない

赤ちゃんが母乳を
うまく飲んでくれない

初めての育児に
自信が持てない…

学校に行って、
お友達と一緒に
やって行けるかしら

くわしい事業の
内容については、
役場 町民課 まで
お問い合わせください。

こどもの発達の
事が心配

子育てが
楽しく思えない

オムツを変えても、
おっぱいを飲んでも
泣きやまない

妊娠前 新生児期 幼児期 小学校・中学校妊診・産褥期 ・ 乳児期

風疹抗体価検査及び
予防接種の費用助成

•母子健康手帳の交付
•妊婦健康診査
  （妊娠期１４回・産後１回費用助成）
•妊婦歯科健診
  （１人１回　自己負担３００円）
•産後ケア事業
  （宿泊ケア・日帰りケアの費用助成）

•新生児聴覚検査事業　　　　　　　
•新生児訪問・未熟児訪問
•乳児全戸訪問
•４か月児健診
•乳児健康相談
  （６～７か月児、９～１０か月   児、１２～１３か月児） フッ素洗口（むし歯予防）

（すみれ・ひまわり組）

思春期講座
（各小中学校で実施）

よちよちクラブ   （柳津保育所で実施）

フッ素洗口（むし歯予防）

思春期講座
（各小中学校で実施）

乳児期

•各種予防接種（定期予防接　 種費用助成（生後２か月～）・インフルエンザ費用助成）
•こども医療費助成（１８歳　 まで医療費無料化）
•頑張れ子育て応援金（出生　 時：７万円・小学校入学時：３万円・中学校入学時：５万円 ）

•４歳児健診
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問　町民課保健衛生班　℡４２‐２１１８
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火 災・救 急・救 助は『119番』

最近、近隣地域において、悪質な訪問販売が発生
しました。

消火器または住宅用火災警報器の高額取引や不適
正な点検にご注意ください。

また、消防職員や町職員が直接訪問販売をするこ
とはありません。

全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
住宅用火災警報器を設置しましょう！

問　会津坂下消防署柳津出張所　℡４２‐２１５０

消火器の訪問販売にご注意！！

診療日記 ～骨
こ つ

髄
ず い

穿
せ ん

刺
し

について～

︲ 宮下病院からのお知らせ ︲

宮下病院　内科科長　小山　大輔

当院では骨髄穿刺という検査を行っております。末梢血中の赤血球、白血球、血小板は、骨の中の
骨髄という場所で作られますが、この骨髄から様々な血液細胞を直接取り出して検査するのが骨髄穿
刺です。
例えば、健康診断において、貧血がある、血小板が少ないなどの異常が見られたとき、通常の採血
では原因を特定できないこともありますが、骨髄穿刺を行うことによって原因が特定できる場合があ
ります。
赤血球、白血球、血小板等の異常が見られた方はお気軽にご相談していただければと存じます。

宮下病院では、内科・整形外科の診療について、予約を受け付けております。
予約がなくても診察は受けられますが、予約をしていただいた場合は優先的に診察いたしますの

で、待ち時間が短くなります。
お電話で予約を受け付けておりますので、お気軽にご連絡ください。

宮 下 病 院 だ よ り宮 下 病 院 だ よ り

問　宮下病院事務部　℡０２４１‐５２‐２３２１

問　町民課保健衛生班　℡４２‐２１１８

問　総務課企画財政班　℡４２‐２１１２

主催 ： 柳津町青少年育成町民会議　　　後援 ： 柳津町教育委員会

消
火
器

買
い
ま
せ
ん
か
？

「第３１回 青少年の主張発表大会」出場者募集のお知らせ
第３１回青少年の主張発表大会への出場者（原稿）を募集します。
熱い思いを聴かせてください。ご応募をお待ちしています。

本町に在住する青少年が、家庭・学校・地域の生活の中で、日頃考え感じていることを広く町民に
訴えることにより、同世代の青少年が社会の一員としての自覚を高めることを期待するとともに、青少
年の健全育成に対する大人の理解と協力を求める。

◇ 募集対象者　町内在住または出身の高校生以上１９歳までの方
（平成２９年４月１日現在の年齢）

◇ 募 集 人 数　若干名
◇ 主 張 内 容　自由題　・家庭生活や学校（職場）生活で見たこと、考えたこと

・将来への希望、夢
・町の発展策や活性化の方法��など

心に思い考えていることや感じていることを、自由でユニークな発想で、
飾り気のない言葉でまとめたもの。
※審査は行いません。

◇ 応 募 原 稿　４００字詰原稿用紙４～５枚程度（発表時間５分程度）
◇ 募 集 締 切　平成２９年１０月１３日（金）まで
◇ 応 募 方 法　柳津町中央公民館（やないづふれあい館）へお申し込みください。

〒９６９－７２０１　柳津町大字柳津字下平乙２４２－２
電話�４２－３５１１�　FAX�４２－３５９１

◇ 期　　　日　平成２９年１１月４日（土）　　午後１時開会
◇ 会　　　場　柳津中学校　体育館
◇ 発　表　者　小学生の部　　：町内各小学校　５年生１名・６年生１名

中学生の部　　：町内各中学校　１年生１名・２年生１名・３年生１名
高校生以上の部：高校生以上１９歳まで（平成２９年４月１日現在の年齢）
※小・中学生の発表者は、各学校長の推薦により決定いたします。

主　　旨

発表作文の募集

発表大会

平成２９年度 第２回献血のお知らせ町民の皆さまのアイデアをお聞かせください
第２回目の献血を下記により行いますので、皆様のご協力をお願いいたします。
県内の献血者数は、年々減少し、特に若年層の献血者数の減少がみられます。輸血用血液の安全性

向上のため、体調の良い方はできるだけ４００ｍｌの献血にご協力ください。
なお、献血は、ふくしま健民カード『柳津町「元気・長寿・活性化ポイント事業」』のポイント加算
対象となっておりますので、ぜひ台紙を持ってご来場ください。台紙をお持ちでない方はお渡しできま
すので、町民課の窓口にてお申し付けください。

◇ 日　時：平成２９年１０月１７日（火）午後１時３０分～午後４時３０分
◇ 場　所：柳津町役場前

献血にご協力いただいた方には、ふるさと商品券５００円分を贈呈いたします。

町民の皆さまの意見や要望を町政に活かすために、移動町長室（町政懇談会）を開催いたします。
つきましては、希望の地区または団体の方は期限までにお申込みください。
１０月から１１月中旬にかけて町長と職員が訪問させていただきますので、お気軽にお申込みください。
申込書に必要事項を記載のうえ、役場総務課企画財政班までお申込みください。
なお、申込書は、役場総務課企画財政班または西山支所、町ホームページにあります。

◇ 申込期限：平成２９年１０月３１日（火）

◇ 申 込 先：総務課企画財政班



柳津町でペタンク東北ブロック
選手権大会が開催される
８月２６日（土）柳津小学校校庭において、
第５回ＪＰＢＦカップ東北ブロック選手権
大会が開催されました。
この大会は、公益財団法人日本ペタン
ク・ブール連盟が主催するペタンク東北
ブロック選手権で、東北地方各地から約
１００名が出場し、競技に汗を流しました。

行事の予定

10
月 火 水 木 金 土 日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 2923

30 31

人の動き
平成29年9月1日現在（前月比）住民基本台帳より

3,516人（＋4）／男1,721人（±0）／女1,795人（＋4）／世帯数1,300戸（＋2）

※放課後子ども教室　ジャンプやないづ　月・水　15 ： 30〜　ふれ
　　　　　　　　　　杉の子サークル　　木　　　13 ： 30〜　西セ〈省略〉
柳保……柳津保育所
西保……西山保育所
銀………銀山荘
ふれ……ふれあい館

ＢＧ体……運動公園体育館
ＢＧグ……運動公園グラウンド
柳中体……柳津中学校体育館
西中体……西山中学校体育館

町セ……町民センター
西セ……西山交流センター
さプ……さゆり運動公園プール
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柳中２学期中間
テスト
西中定期テスト
Ⅱ

スポーツ推進委
員定例会（BG）

（18:30）
ライオンズクラ
ブ例会

柳小秋の遠足 会津やないづ赤べこ
まつり
斎藤清美術館開館２０
周年記念　特別企画展

「ムンク・斎藤清展」
～10/29
消防団普通救命講習会

第70回西山地
区町民大運動会

（西小グ）（8:30）
人形塚供養祭

体育の日
龍蔵権現祭礼

ファミリーシア
ター（音楽鑑賞）

（柳小体）（13:40）

健幸クラブ
（西セ）（10:00）
乳児健康相談

（銀）（13:00）

健幸クラブ
（銀）（10:00）
柳保防災訓練

第４回市町村対抗福島県
ソフトボール大会開会式

（相馬光陽ソフトボール場）（9:30）
第１回戦（対：会津美里町）

（相馬光陽ソフトボール場）（11:00）
福祉まつり（銀）（10:00）
西小きらきら
フェスタ・
PTA奉仕作業

総合健診（ふれ）

西小振替休業日 第38回柳津町高齢
者スポーツ大会

（すぱーく柳津）（8:45）
第2回献血
柳小・西小短縮（小教
研二次研）

乳がん検診
（西セ）
西小秋に親しむ
会

ライオンズクラ
ブ例会

柳保親子であそ
ぼう
柳小収穫感謝祭
西中文化祭

柳中文化祭
（閉校記念式典）

乳がん検診（銀）
柳小・柳中・西中
振替休業日

健幸クラブ
（銀）（10:00）
柳小・西小交流
学習

健幸クラブ
（西セ）（10:00）
３歳児健診

（銀）（13:00）

乳がん検診（銀）柳中校内駅伝、
野外活動

柳津町商工会長杯
親善ゴルフ大会
柳小ＰＴＡ奉仕
作業（雪囲い）

消防団秋季検閲
式

柳小校内マラソ
ン大会
西小自分で作る
弁当の日
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今月の納期

※口座振替納入の方は25日（水）が振替日になります。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。

総務課税務班　☎42‒2113

町県民税� 第３期
後期高齢者医療保険料� 第３期
住宅使用料� 10月分
農集排・林集排・簡易排水使用料� 10月分

10  月

戸 籍 の 窓 寄　　付

あなたの一声をいただきました

1日
（日）

金山町国保診療所
（金山町）

☎（0241）
54・2031

8日
（日）

あかぎ内科消化器科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・0303

9日
（月）

寿松堂渡辺医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・3125

15日
（日）

吉川医院
（会津美里町）

☎（0242）
56・3358

22日
（日）

佐藤整形外科医院
（会津坂下町）

☎（0242）
83・1155

29日
（日）

県立宮下病院
（三島町）

☎（0241）
52・2321

休日当番医（変更になる場合があります）

休日救急・夜間救急センタ−
坂下厚生総合病院
(会津坂下町)

☎（０２４２）
83・3511

納期限：10月31日（火）

― 柳津町は納税完納推進の町です ―

（８月１日～８月３１日届出・敬称略）
■ご逝去
岩　渕　文　雄　84（岩坂町）
渡　部　　　渡　93（小巻）
長谷川　德　男　65（野老沢）
齋　藤　倉　三　90（石神）
阿　部　貞　子　88（野老沢）
二　瓶　冬　子　81（胄中）

　町では、本庁及び西山支所に投書箱を設置し
て町民のみなさまのお声を受け付けております。
（あなたの一声）
　「知らない職員ばかりになってきたので、課ごと
の職員紹介等を広報誌に掲載してほしい。」
（総務課から）
　毎年「広報やないづお知らせ版４月号」で職員
配置図を掲載しており、新採用職員については、「広
報やないづ」に写真付きで紹介ページを掲載して
おりますが、今後別の方法での掲載が必要かにつ
いても調査してまいります。
（あなたの一声）
①町民センター男子浴室の左端蛇口からお湯が出
ずに水が出る。2 年位前に提案しているが、未
だに修繕されていない。
②従業員に礼儀が悪い人がいる。
（対応）
　指定管理者を指導する立場である地域振興課より
受託者である町民センターへ申し入れを行いました。

ありがとうございました（８月分・敬称略）
■柳津町へ
◎ふるさと納税
折　戸　瑠　美（神奈川県綾瀬市）

■柳津小学校へ
◎ご遺志
渡　部　能理雄（埼玉県さいたま市）

■柳津中学校へ
◎ご遺志
渡　部　能理雄（埼玉県さいたま市）
長谷川　健　二（東京都新宿区）

■西山中学校へ
◎ご遺志
長谷川　健　二（東京都新宿区）

■社会福祉協議会へ
◎ご遺志
岩　渕　　　榮（岩坂町）
渡　部　能理雄（埼玉県さいたま市）
長谷川　健　二（東京都新宿区）
齋　藤　勇　雄（石神）
二　瓶　美奈子（柳ケ丘）
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